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エラスチン：血管・肌・膝・バスト・肺

ヒシエキス：抗糖化・肌・血糖値・頻尿・毛髪

アスコフィランHS：肺炎・免疫力・血糖値・口臭

機能性紹介HPはコチラ！！
IL-12IL-6

Mar. Drugs (2014)より

アスコフィランHS の 抗がん作用

健康食品には、抗がん作用をもつ食品素材がいくつかあります。
多糖体、特にフコイダンをはじめとした海藻由来の多糖体は市場を
持っており、このほかβ-グルカンやアスコフィランも抗がん作用
が報告されている素材です。

“がんへの対策に！”アスコフィランHS

 がんによる死者は年間 約38万人

免疫と健康に貢献する新しい“海藻成分”
弊社の多くの研究にて有効性を確認！
マウスの試験では腫瘍の体積を抑制！

アスコフィランHS で

”長生き で 健康 な 毎日”は いかがでしょうか？

癌による死亡者は

全体の 27.6 %
喫煙, ウイルス/細菌感染
飲酒, 塩分過多
肥満, 加齢, 運動不足

免疫力ＵＰ
がん細胞の
増殖抑制

がん細胞の
アポトーシス誘導

免疫機能の改善

血中サイトカインの増加

腫瘍の体積での比較

 アスコフィランHS とは
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日本人の主な死因

厚生労働省「2020年人口動態統計」より

 海藻由来の多糖体

アスコフィラン と フコイダン の比較

抗腫瘍
効果

アスコフィランまたはフコイダンを

マウスに投与した時のサイトカイン量は

アスコフィランの方が有意に高値でした。

サイトカイン量の増加

アスコフィラン は

フコイダン より 優れた
免疫賦活活性 を 持つ !

がん対策 が 求められる

臨床試験: FOODSTYLE21 (2013)より

ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｽｺﾌｨﾗﾝｱｽｺﾌｨﾗﾝHS無処置 ｺﾝﾄﾛｰﾙ ｱｽｺﾌｨﾗﾝｱｽｺﾌｨﾗﾝHS

(担がんﾏｳｽ試験): ANTICANCER RESEARCH  (2014)より
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腫瘍体積(ﾏｳｽ)

腫瘍の大きさが改善
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がきっかけといわれています。
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